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環境学は大きな変革期にある。人間活動の影響による気候変動は洪水や渇水を引き起こす異常気象や森林火災の頻度を高め、新型コロ
ナウィルス感染症は地球規模で社会に甚大な影響を及ぼしている。ほかにも生物多様性の損失や化学物質汚染など、いわば地球環境の
緊急事態は深刻さを増している。これらの課題に対し、情報技術や環境投資などの誘導策も活用した、経済、社会、教育等が連携した
社会全体のパラダイムシフトが強く求められている。日本学術会議の中でも多分野のメンバーが関与する環境学から、それぞれの分野
の最先端の動きを紹介し、緊急を要する環境学の新たな展開を考えるフォーラムの第１弾！

－環境学の新展開－

趣旨説明・環境学委員会に関するご紹介

基調講演：地球の限界 , 社会の変革 , 環境学の役割と課題

持続可能な地球環境のための気候変動研究

環境政策・環境計画の新展開

環境投資の新展開

環境と社会の新展開

新学習指導要領がもとめる資質能力と環境思想

環境リスクの新展開

自然環境と都市の新展開

子どもの致死的状況の二度無しを実現するエコシステム

環境科学の新展開

土木・建築学と脱炭素社会の新展開

資源・材料循環の新展開

環境工学が拓く未来

未来社会から現在を見る

学会・他機関との連携と今後にむけて

閉会
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